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事 業 計 画 書 

 

1.団体名 はるのひ－春日部を未来につなぐ会－ 

2.事業名 つなげ、笑顔の輪！地域の『心』を未来へ紡ぐ 

3.他補助金との併用の有無 併用なし・併用あり（補助金名：         ）※申請中含む 

4.対象 対象となる地域や地域住民を記入してください。 

亀岡市曽我部町を中心に近隣住民及び地域と関係する人々、さらに京都府と大阪府の境にあり、京都縦

貫道からのアクセスの良さからも、大阪や神戸、京都市内からの観光客も関係人口として呼び込みたい。 

5.期間 
実施期間を記入してください。 

※対象期間は最大で令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31 日までです。 

令和７年４月１日  ～  令和８年 ３月３１日 

6.地域課題・ 

事業目的 

この事業でどのような地域課題の解決に取り組みたいですか。 

現状や課題、事業の目的を記入してください。 

課題（現状とそれにより誰がどのように困っているのか） 

 

① 【地域住民の高齢化、人間関係の希薄化】 

亀岡市曽我部町の高齢化率は、全体で４７％。町内には１２区あり、区単位によって高齢化率に差異

はあるが、４０％を超える区が９区に上り、うち６つの区で半数以上が６５歳以上となっている。 

(２０２０年国勢調査による) 

春日部区は曽我部町の最南端に位置し、高齢化率は３２％と曽我部町内では低い数値であるが、かつ

ては小学生２０名以上が列をなして小学校へ通っていたが、現在は３名、子供会は人不足のため休会し

てしまった。区内での運動会や子供会などの地域の活動が盛んだったころは、世代を超えた交流が自然

とできる環境にあり、地域の中で温かく見守られて育つ子どもたちの姿があったが、今では世代を超え

た地域活動がなくなってしまった。近くに住んでいても、あいさつほどで関係性が希薄で困っているか

どうか、家庭内のことは見えにくくなってしまっている状況である。 

また、曽我部町内には、近年、新興住宅地が増えているが、他地域から来た子育て世代の家族と地元

住民との交流の機会が少なく、多世代での情報共有等が課題である。 

 

② 【伝統行事・文化が継承できない】 

かつては三世代・四世代の暮らしの中で伝えられてきた伝統行事や伝統文化の維持継承が、困難とな

っている。原因として考えられることは、地域住民の世代間の交流が少ないこと、若い世代の転居、核

家族化などによって、伝統文化に触れる機会が減少することで、若い世代の理解が乏しくなり、伝承が

難しくなるためである。 

次世代に伝えていきたいのにもかかわらず伝えていけないもどかしさ、伝統文化が途絶えてしまうこ

とへの寂しさを抱える高齢者がいる。 

 

 

 



2 

 

③ 【伝統食を伝える機会がない】 

かつては、農業と共に地域住民の暮らしがあり、農作業に親戚等人が集まり、各家々で振舞われてき

た伝統食があった。伝統食を知っている数少ない高齢者が、次世代に伝承したいと願っていて、機会が

あったら学びたい若者がいる。ただ両者をつなぐ場がないことが課題である。 

 

④ 【しまい込んでいる人形・生活道具】 

現在、高齢者のみの世帯で、かつては雛祭り・五月の節句等四季折々の伝統行事を子ども、また孫と

共に過ごしてきたが、時代を経て、役目を終えた雛飾りや五月人形が蔵や押し入れに眠ったままとなっ

ている。しまいっぱなしの人形のことが気にはなっていても、自宅に飾る気力も、体力もなく自分一人

の力では飾ることができないという話が聞かれる。人形を処分するにも子や孫と過ごした思い出や贈ら

れた人（実家の両親）の想いを無下にできないと悩んでいる高齢世帯が何軒もある。中には、昭和の初

期のものや大正時代のものも含まれており、大切に守っていきたいが、飾る場がなく、自宅に飾っても

見てもらう人がいない状況が課題である。 

 

事業の目的（上記の課題をどのような解決結果に導きたいのか） 

 

・多世代がつながる場を創る：地域住民同士の世代間を超えての交流や協力を促進し、地域の結びつ

きを深めることで、持続可能な地域づくりを支援する。 

 

・地域の魅力発信と地域の活性化：地域住民と共に、地域の魅力を発信するイベントを開催し、曽

我部・別院地域の住民に足を運んでもらうきっかけとなり、地域創生を目指す。地域の経済や文化、

観光資源を活用し、地域の魅力を高めることで、住民や訪問者の関心を引きつけ、地域の活気を促

進する。 

 

・人口減少の抑制：若者や子育て世代の定住促進や、外からの移住者を呼び込むことで、地域の人

口減少に歯止めをかけることを目指す。 

 

・伝統文化を伝える：伝統文化や四季折々の行事を体験するイベントを通して、亀岡の伝統的な暮

らしを知ってもらい、昔ながらの風習、行事一つ一つに込められた意味深さなどを伝える。また、

若い世帯や子育て世代が地域のお年寄りと交流でき、実家に帰ったような温かい人間関係が築ける

場を作る。 

 

・伝統食・食育の発信：季節ごと、行事ごとに食べられてきた伝統食を次世代に伝承していく食育

のイベントを通して、亀岡の伝統文化を魅力として発信していく。伝統食の専門の講師の方をお招

きして、地域住民が学び、子育て世代に体験型のイベントを通して伝えていく。 

 

・新たな価値の創造：地域資源の再発見と活用：地域に眠る資源や伝統文化を再評価し、それらを

活用した新たな産業や観光資源の創出を促進する。しまい込んでいる人形や生活道具などに、新た

な価値を見出し、それを活用して、観光に来る人を呼び込みたい。歴史的に貴重な物を大切に守る
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こと。活動を通して、元気な地域を発信することで、都会にない人間関係の温かさや, 

文化・食・自然の豊かさなどを求めて、この地域を選択してくれる将来の移住者や、Uターン移住者

の移住のきっかけの一助になることを期待する。 

 

 

7.事業内容 
上記の課題を解決するために実施する事業の内容を具体的に記入して

ください。 

 

・『四季折々の伝統をつなぐ』事業…昔からの四季折々の伝統行事にちなんだ風習や伝統食を次世代

に伝えていく。先人の方々が、伝承してきた地域の風習を次世代に伝える。また、伝統食を次世代

に伝えるため、体験型の食育イベントを開催し、それぞれの長所を活かし活躍する。その様子を地

域の魅力として地域内外へ発信する。 

 

・『豊かな自然発信』事業…地域の豊かな自然を守り、魅力を発信する。曽我谷川のホタルの鑑賞会、

星空観賞会、筍掘りなど自然豊かな曽我部町ならではのイベントを企画する。 

 

・『はるのひ憩いの場』事業…大切にしてきた人形などの展示を通して、展示して公開するという一

つの目的を達成するために地域住民が協力し、交流すること。公開することによって、疎遠になっ

ていた親戚、孫たちの帰省が促されたり、Uターン移住などのきっかけの一助になることを期待した

い。また、田舎の伝統行事を体験したい地域外からの観光の集客を増やし、関係人口を増やしてく

ことにつなげる。 

 

 

 

●スケジュール（会議、準備、イベント、検証などをいつ行うか、おおまかな計画を記入してください。） 

実施時期 実施内容 場所・会場 

月 1回、第４(水) 

 

２月下旬～４月３日 

 

 

４月下旬～６月下旬 

 

 

７月上旬 

 

 

１２月中旬 

はるのひミーティング 

 

ひなまつり展示・イベント(着物体験・大

福) 

 

五月人形・こいのぼり展示・ 

食育イベント(編み笠団子) 

 

ホタルの鑑賞会 

 

 

しめ縄づくり(春日部区の役員さんに教えて

もらう)・餅つきイベント 

 

 

 

曹流寺：はるのひ本部 

 

 

 

 

春日部区内の曽我谷川・

及び曹流寺 

 

春日部区公民館 
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●情報発信方法（ウェブ、チラシ、ポスターなど） 

発信媒体 発信量 広報範囲（配布範囲、掲示場所等） 

Instagram 

 

Facebook 

 

チラシ 

 

 

 

 

 

はるのひ新聞 

月 2回発信 

 

月 2 回発信 

 

五月人形公開、編み笠団子作

り、ホタル観賞会、餅つきイベ

ント、しめ縄づくり体験会、ひ

なまつり公開、大福づくりイベ

ント(計７回) 

 

月１回 

 

インターネット 

 

インターネット 

 

亀岡市 LINE 配信、曽我部自治体、 

京・こむすび協議会掲示他 

 

 

 

 

曽我部町内回覧板、京・こむすび協

議会掲示他 

8.目標 
この事業を地域課題解決に繋げるために①どのような変化・成果を目標と

して、②そのための事業実施の目標はどう設定するのか、①②の２つの観

点から具体的に記入してください。 

事業実施に当たって下記の目標を書いてください。 

①  事業による変化・成果目標 

 

 ・地域住民がつながり、会う回数が増え、会話が増えること 

 ・多世代間の地域住民の交流が生まれること 

 ・伝統食をはじめとする食育の機会が持て、子どもたちに伝わること 

 ・しまい込んでいる人形等が日の目を見て、思い出話に花が咲き、住民同士に交流・会話が生

まれること 

 ・地域の魅力と課題を住民同士で話し合い、新たな活動を企画していくこと 

 ・関係人口が増えること 

②  上記①を達成するための実施目標数値（事業の回数や参加者数など） 

 

  実施回数：イベント  年５回  参加者４０名 

       展示    年２回  参加者１００名 

        

9.連携・協力 
他の団体や行政機関などとの連携・協力について、連携・協力先の名称と

具体的な連携・協力内容を記入してください。 

※記入にあたっては、連携・協力先との十分な事前協議を行ってください。 

 

亀岡市文化芸術課(名称後援、LINE 配信)、曽我部町自治会、春日部区 

京・こむすび協議会、 

春日部ファーム、武山農園、白石ファーム、齋藤建設㈱、㈱山内工務店 
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10.ステップアップの 

内容 

※活動２年目以降の団体は記入してください。 

① これまでの事業実施時の課題と成果、② 今回申請の事業はこれまで

の事業と比べどう活動の充実をさせているのか、具体的に記入してくださ

い。 

 

11．次年度以降の

展開 

本支援金による支援終了後の事業展開について、資金の獲得や事業の継続展開を

どのように行われる予定なのか、方法を具体的に記入してください。 

 実施内容 資金獲得方法（助成金・寄付金） 

２年目 

1 年目の事業継続と共に、公開展示についてはテー

マを決めたり、投票などの企画をして、集客を増や

す。協力住民を増やしていく。 

 

助成金・寄付金 

イベント参加費 

３年目 

２年目の事業継続と共に、住民からのアイディアを

形にしてくイベントの開催で、さらに地域住民が活

躍する事業となるようにする。 

 

助成金・寄付金 

イベント参加費 

11．審査会 
審査会の発表順番は何番を希望しますか。いずれかに〇をつけてください。 

申請書の提出が早い団体の希望を優先して順番を決めます。 

 一番最初 

〇 前半 

 後半 

 一番最後 

 

□申請額に対して減額で交付決定となった場合も申請事業を実施します。 
※内容が本様式に入りきらない場合は適宜追加し、事業内容が分かる参考資料があれば添付してください。 


